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高松市は、平成17年度に塩江町、香川町、香南

町、国分寺町、牟礼町、庵治町との合併により、

面積が拡大し、それに伴い自然環境も多様になり

ました。特に、合併した６町には山地が多いため

に、それまでの高松市に比べ、新たに森林や河川

などの自然環境が増えました。なかでも讃岐山脈

の大滝山に自生するブナ林は、県内唯一の貴重な

自然環境でもあります。 

もともと高松市は、高松平野と点在する里山、

さらに穏やかな瀬戸内海に面しているために、長

い歴史の中で早くから開発されて農業、漁業、塩

業、商業などの文化が開けました。特に第二次大

戦後には構造的な高度経済成長期を迎えて以来、

里山の自然、河川やため池などの水辺環境、海岸

地形などに人手が加わり大きく変わりました。そ

して、そこに生育・生息していた動植物は大きな

影響を受けてきました。 

かつては、標高の高い讃岐山脈の上部は、ブナ、

ミズナラ、ケヤキなどの落葉広葉樹林で覆われて

いましたが、その多くはスギ、ヒノキの植林に変

わりました。しかし、そこには今も低山や平地で

見られないような貴重な動植物が残されていま

す。 

また、低山帯や平地に点在する里山は、1970

年代より猛威をふるった松くい虫被害により、多

くのアカマツが枯死したものの全滅には至って

いません。しかし、マツの減少により、それに依

存して生存する動植物はピンチの状況になって

います。一方、近年になり、マダケやモウソウチ

クなどの竹林が急速に広がり、次々と樹林が枯死

するという現象も生じています。 

低山や平地に点在する社
しゃ

叢
そう

は、その地域の潜

在自然植生（※）が残されているところが多くあ

ります。西植田町の藤尾八幡神社のイチイガシや

ツブラジイ、成合町の成合神社のムクノキやエノ

キなどが自生する代表的な社叢
しゃそう

です。社
しゃ

叢
そう

は長

年にわたって住民などにより手厚く保護されて

きたために、古木や大木が多く、そこに多様な動

物も生息しています。社
しゃ

叢
そう

は、大昔の高松原野

を考えるための貴重なサンプルでもあるので、大

切にしたいものです。 

1950年代までの水田地帯のため池や用水路は、

水生昆虫、魚類、両生類、爬虫類など多様な水辺

の動物が多数生息していました。ため池ではヒキ

ガエルの「おたまじゃくし」が群がり、用水路や

水田では多数のドジョウやメダカ、マルタニシな

どが繁殖していたほどです。それ以後、圃
ほ

場の構

造改善や農業形態などの変化により、それらの生

き物は激減しています。かつて平野部に無数にい

たトノサマガエルは、山間部の水田でなければ見

ることができなくなっています。 

また、戦前まで用水路で無数に生息していたミ

ズスマシ、ゲンゴロウ、タガメなどの水生昆虫も、

姿を消してしまいました。 

高松の海岸は、自然海岸が激減し、半人工海岸

や人工海岸が多くなり、自然にできていた干潟や

磯などが数少なくなりました。特に、干潟は埋め

立てにより少なくなりました。しかし、残された

新川・春日川河口は、県内でも有数の干潟があり、

ハクセンシオマネキやヤマトオサガニで代表さ

れるカニ類などの底生動物や魚類など生息し、多

数の鳥類が渡来する貴重な環境となっています。 

島嶼部の海岸には貴重な海岸植物が生育して

いました。しかし、近年になり海浜の環境が悪化

し、海岸植物は減少し昔の面影はありません。そ

のようななかで男木島のように、地元住民によっ

て数少ないハマボウフウやハマゴウなどの海岸

植物の保護に力を入れているという例もありま

す。 

高松の自然がどう変わっているかは、昔の自然

と比べてみなければ分かりません。江戸時代の高

松藩の記録によると、初代高松藩主松平頼重は、

1642年に現在の塩江町安原音川でアユを700尾、

1647年には東ハゼ町から田村町辺りの御坊川で

アユ1600尾を捕ったとあります。これらから、当

時の河川は、水量が多く清流であったことが推測
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できます。 

また、1755年五代高松藩主松平頼恭のとき、紫

雲山塊周辺で農作物に害をおよぼしたイノシシ

1568頭、シカ3558頭を3年間で捕獲したという記

録があります。さらに、1833年には高松城下の播

磨屋加一郎が、御坊川の中流（現在の三条町）の

水辺で、カワウソを生け捕りにしたという記録も

残されていますが、平成24年8月28日に、環境省

がニホンカワウソを絶滅種に指定したという発

表がありました。 

1936年、博物学者の杉山鶴吉氏は、朝日町の海

岸で生きた化石といわれるシャミセンガイやカ

ブトガニを多数観察しています。現在、これらの

動物は高松市の海岸ではほとんど見られなくな

り瀬戸内海からも姿を消そうとしています。以上

の数例からでも、昔の高松の自然がいかに豊かで

あったたかが想像できます。 

しかし、明治維新、そして第二次世界大戦後か

ら昭和40年代の高度経済成長時代を境にして、高

松の自然は負の方向に大きく変化しました。その

結果、多くの動植物が姿を消しました。そのよう

ななかで、今もひっそりと懸命に生き続けている

貴重な動植物もいます。今、私たちはそれらの事

実を認識し、生態系に配慮した行動をすれば、回

復する自然も多くあると思います。 

   高松の自然は、合併により広域になり、更に    

  多様化しました。香東川は徳島県境の源流から瀬     

  戸内海に注ぐ河口までの全てが高松市となり、河 

  川全体の生態系を考えるよい機会になりました。 

  私たちには祖先から受け継いだ自然の生態系を 

保全し、子孫に伝えなければならない責務があり

ます。 

 

 

 

かつては水辺に多く生息していた 

  トノサマガエル（西植田町） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 大滝山のブナ（塩江町） 

    高松平野の潜在自然植生が残る成合神社 

の社
しゃ

叢
そう

（成合町） 

 

 

 

 

かつて香東川や御坊川に生息していた 

アユ（塩江町） 

 

（語句説明） 

   ※ 潜在自然植生：一切の人為的干渉を停止     

    した場合、その土地において成立すると考 

えられる植生 
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第１節 地形・地質 

 

１ 高松市の地形 

(1) 地形区分 

高松市は、四国の北東部に位置し、地形的に

見ると、南から①和泉層群からなる讃岐山脈、

②花崗岩類から構成される前山丘陵、③讃岐層

群からなる丘陵・台地、④主として第四紀堆積

物から構成される高松平野、⑤瀬戸内海に区分

されます（図＜48P＞）。 

(2) 河川 

高松市は、主として香東川の流域にあり、市

の東部は新川及び春日川の流域に、また市の西

部は本津川流域となっています。 

香東川は、三木町の高仙山に源を発し、西に

流れ、塩江町安原付近から北へ流れて、香川町

岩崎を扇頂とする扇状地を形成しています。香

東川は、江戸時代の初めまでは香川町大野付近

で二つに分かれ、本流は、ほぼ現在の御坊川に

沿って北流し、高松城の西側に河口があったと

推定されています。本流による高松城下の水害

のため、1637年頃西嶋八兵衛によって、本流を

支流であった現流路に付け替えたと伝えられ

ています。 

春日川と新川は、讃岐山脈北側の丘陵から発

し、屋島の西側の河口に向かって北流していま

す。本津川は、高松空港の北側を源流として、

国分寺町の盆地を涵養し、河口の香西に向かっ

て流れています。 

(3) 讃岐山脈 

讃岐山脈は、塩江町の南半分を占め、大滝山

（945m）などの標高1000m前後の山地が徳島県

との県境をなしています。高松市の最高峰は、

竜王山（1060m）の東北東約500mのところにあ

る1058mの国土地理院2万5000分の1地形図

では無名の山頂（讃岐竜王と呼ばれている）で

す。讃岐山脈とその北側の丘陵との境界は、数

百ｍの高度差をもつ北向きの急斜面が形成さ

れています。この地形境界には、樫原断層、田

中断層が東西方向に通っていますが、活断層で

はないようです。 

(4) 前山丘陵 

讃岐山脈北側には標高 600m 未満の丘陵が広

がっています。また、丘陵とその北側の平野と

の境界には、活断層である長尾断層が、香南町

からさぬき市大川町にかけて、東西方向に通っ

ています。長尾断層は、高松平野の南縁部を画

しており、長尾断層に沿って点在する公渕公園、

亀鶴公園、みろく公園などは、市民の憩いの場

となっています。また、藤尾神社は、長尾断層

によって隆起した丘陵の北縁に当たり、高松平

野を一望する名所です。 

(5) 讃岐層群からなる丘陵・台地 

高松平野の東は、屋島、庵治半島及び前田山

の丘陵が、また、西側には五色台から鷲ノ山に

続く丘陵が高松平野を囲むように分布してい

ます。これらの丘陵の山頂付近は、前田山を除

き、讃岐層群の火山岩あ類が分布して、急斜面

を形成しています。また、高松平野内には、讃

岐層群からなる石清尾山、由良山、日山、六ツ

目山などの小山が点在しています。 

屋島は、山頂部にほぼ水平に分布する硬い讃

岐岩質安山岩溶岩によって山頂の平坦面と山

頂を取り囲む急崖が形成された美しい台地上

の地形をしており、1934年に典型的なメサとし

て国の天然記念物に指定されました（図１）。

五色台と石清尾山塊も同様のメサですが、屋島

のように山頂の平坦面が残っていません。 

六ツ目山等の円錐形の小山は、安山岩マグマ

が花崗岩に貫入し、冷却した時の通路（火道）

を構成した硬い安山岩が鉛筆の芯のように侵

食された火山岩頸です。高松平野には、黒雲母

安山岩、斜方輝石角閃石安山岩、角閃石安山岩

などの火山岩類が、火山岩頸やメサ状の地形を

形成しており、メサが更に侵食されたビュート

は五色台東部の紅嶺くらいです。 

讃岐層群の火山岩類は、しばしば屋島や五剣

山のような岩盤が露出する急崖をつくります。
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火山岩類からなる急斜面では、土壌の生成が

悪いため、ウバメガシが優占する植生が多く

みられます。また、記録的な渇水時には、ア

ベマキ等の落葉広葉樹が褐色落葉する山焼け

が発生することがあります。このような急崖

は、地震時に崩壊しやすく、1707 年の宝永地

震では、五剣山の峰の一部が崩落しました。 

 

(6) 高松平野 

高松平野は、香東川による扇状地を主体とし、 

その西部は本津川の氾濫原（自然堤防と後背

湿地）、東部には春日川、新川等による氾濫

原、河口部には三角州からなる海岸平野が形

成されています（図＜48P＞）。また、高松平

野の南部には、更新世後期～中期に形成され

た数段の段丘面が分布しています。現在の香

東川は、紫雲山の西側を流下していますが、

扇状地の形態から、更新世後期から完新世に

は、主に紫雲山山地の東側を流下していたと

推定されます。香東川扇状地には、扇状地面

を侵食して形成され、洪水時には川に戻る旧

河道が数条あります。扇状地にある大きなた

め池は、旧河道に沿って築造されています。

旧河道は、これまで水田として利用されてい

ましたが、宅地開発が進んでいます。 

このため、旧河道沿いに湧出したある出水 

（ですい）等の貴重な自然環境が失われつつ

あります。旧高松城下であった市の中心部は、

香東川の三角州扇状地からなる微高地にあり、

沿岸部で地形と地盤の最も良い場所に立地し

ています。 

(7) 瀬戸内海 

高松沖の瀬戸内海は海底面が－20ｍ～－30 

ｍの浅海で、女木島、男木島の南北の岬付近

の海底は潮流によって侵食され、－50ｍより

深くなっています。 

(8)  高松平野の成り立ち 

約２万年前のビュルム氷期最盛期には海 

面が 100ｍ以上低下し、瀬戸内海の島々は高 

松市内陸部と陸続きでした。その後、温暖化

の進行に伴い海面が上昇し、約6000年前の縄

文海進時の海岸線は現海岸線より約 3ｍ高く

なり、本津川、新川、春日川の下流部は内湾

になっていたと推定されます。これに対して、

香東川扇状地は、現在の高松市中心部付近ま

で張り出していたため、海岸線の南進はわず

かでした。 

縄文海進による内湾は、その後次第に、河 

 川が供給する土砂によって埋め立てられました。

また、江戸時代には、本津川、春日川、新川河

口部にあった干潟を干拓して新田が開発され、

さらに、その沖合に塩田が開発されました。新

田として開発された干拓地は、戦後浸水しやす

い低地のまま、市街化が進みました。また、塩

田も昭和40年代から次々と埋め立てられ、工業

用地や住宅地に変わり、さらに、その海側に埋

立地が広がっています（図２）。 

 

 

 

 

図１ 高松市のシンボル屋島は典型的なメサとし

て1934年に国の天然記念物に指定された 

 

図２ 高松平野の地形 
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２ 高松市の地質 

ここでは、高松市の地盤を構成している地層や 

岩石を時代の古い順番に説明します。 

(1) 領家花崗岩類 

高松市の基盤は、白亜紀後期の領家花崗岩

類から構成されています。高松市内に分布す

る花崗岩類は、約 8000 万～9000 万年前に形

成された黒雲母花崗岩及び花崗閃緑岩などか

ら構成され、和泉層群、讃岐層群、三豊層群

や第四紀堆積物の基盤となっています。この

うち、牟礼町と庵治町の町境に分布する庵治

花崗岩は、細粒の黒雲母花崗岩で、最高級の

石材の庵治石として採掘利用されています

（図３）。 

花崗岩類は、風化を受け、地表付近では一

般にマサと呼ばれる礫質～砂質の風化土とな

っています。マサは粘着力がないため、雨水

による侵食に弱く、豪雨時に表層崩壊を発生

しやすい地盤となっています。 

 

 

(2) 和泉層群 

讃岐山脈の母体をなす白亜紀後期の和泉層

群は、北縁では領家花崗岩類を不整合に被覆

し、南限は讃岐山脈南麓を東西に走る中央構

造線に限られています。北縁部の花崗岩類と

の不整合付近には、礫岩・粗粒の砂岩が延々

と東西方向に分布しています。この基底礫岩

層の南には、泥岩層、さらにその南には砂岩

泥岩互層が広く分布しています。 

讃岐山脈と北側の地形境界に沿って、南傾

斜の逆断層である樫原断層、田中断層が東西

方向に走っています。樫原断層、田中断層に

沿っては、約1400万年前の流紋岩が貫入し、

周囲に硫黄臭のする熱水変質作用を与えてい

ます。この熱水変質作用は、断層沿いだけで

なく、花崗岩類と和泉層群との不整合面に沿

っても認められます。塩江温泉の湯元は、こ

の不整合面付近にあります。 

讃岐山脈を構成する砂岩泥岩互層は、風化

すると砂質の風化土となり、豪雨によって表

層崩壊が発生します。また、砂岩泥岩互層は

南傾斜をしているため、南向き斜面では流れ

盤の地すべりによって緩傾斜となり、北向き

斜面では急傾斜となったケスタ地形となって

います。南向きの地すべり緩斜面は、畑とし

て利用され、集落が点在しています（図４）。 

 

 

(3) 讃岐層群 

約 1200～1400 万年前の中新世に噴出し

た瀬戸内火山岩類及びそれに伴う淡水性の堆

積層は讃岐層群と呼ばれ、五色台や屋島など

高松平野の周辺部に分布しています。五色台

では基盤のマサ化した花崗岩の侵食面上に、

黒雲母流紋岩質凝灰岩・角閃石斜方輝石安山

岩質火山角礫岩・讃岐岩質安山岩溶岩・讃岐

岩溶岩の順に重なっています。 

最下位の黒雲母流紋岩質凝灰岩は、火山周

辺の高松クレーター付近、五剣山周辺に分布

しています。また、五剣山周辺に分布してい

る凝灰岩は白色で、ガラス質のため白粉石（し 

 

 

図３ 庵治石の採石場（丁場）と五剣山 

 

図４ 讃岐山脈のケスタ地形（塩江町） 
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らこいし）とよばれ、窯業の原料として利用

されたこともありました。 

五色台、岩清尾山、屋島、女木島、男木島

の山頂は、讃岐岩質安山岩（一部は玄武岩）

が分布し、崖を作っています。このうち、女

木島、男木島山頂部にある讃岐岩玄武岩の柱

状節理は高松市の天然記念物に指定されてい

ます。屋島北嶺、女木島、男木島では、この

下位に黒色の凝灰質砂岩・火山礫凝灰岩が分

布しています。この地層は、土庄町豊島から

採掘される豊島石と類似した岩質で、かつて

石材として採掘された跡が洞窟となっています。 

讃岐岩（サヌカイト）は、黒色緻密で斜長

石に乏しく斜方輝石の小針状斑晶に富み、ガ

ラス質石基を多く含むのが特徴です。また、

非常に緻密なため、叩くと「カンカン」とい

う、金属音が響きます。本岩は、主として五

色台の山頂部に分布しており、屋島山上で売

られているカンカン石は、蓮光寺山産のサヌ

カイトです（図５）。 

 

 

   国分寺町鷲ノ山の角閃石安山岩は、柔らか

く、加工しやすいことから、古墳時代の石棺

に利用されていました。また、高松平野南部

の由良山から産する由良石は黒雲母デイサイ

トで、柔らかな岩質のため、江戸時代から灯

篭などに加工され、昭和40年代には皇居東庭

の敷石に採用されました。このほか、主とし

て流紋岩からなる貫入岩体が長尾断層沿いに

分布しています。流紋岩の一部には熱水変質

によって白色粘土が形成され、陶土として利

用されました。 

(4) 三豊層群 

高松平野では、基盤岩の花崗岩類上に最大

200ｍに達する厚さの三豊層群が分布し、その

上部を段丘堆積物及び沖積層が被覆していま

す。三豊層群の下部はメタセコイア植物によ

って特徴づけられる前期更新世（約100万年

前～260 万年前）に河川や湖沼で堆積した地

層で、高松平野の地下から瀬戸内海海底に連

続していきます。本層は、礫層、砂層、黒灰

色泥層、青色シルト層又はこれらの互層から

なります。また本層の上部は、和泉層群の砂

岩や礫を主体とする扇状地性礫層で、高松空

港周辺の丘陵に分布しています。三豊層群は

新岩崎橋付近の香東川河床で観察することが

できます（図６）。 

 

 

 

(5) 段丘堆積物及びその相当層 

高松平野の南部には、低位、中位、高位の

段丘が分布しています。香東川左岸の香南町

や右岸の香川町には、かつての香東川の堆積

物で、和泉層群の砂岩を主体とする礫層が、

数段の段丘面を形成しています。また、新川、

春日川の流域にも礫層、砂層、粘土層からな

る数段の段丘面が分布しています。これらの

段丘面を開析する谷には、三谷池、公渕池、

奈良須池などの大規模なため池が築造されて

います。 

高松平野の地下における更新世後期の段丘

堆積物相当層の分布状況はあまりよく分かっ

 

図５ サヌカイトを産する国分台（国分寺町） 

 

図６ 香東川河床に露出する三豊層群（香南町） 

長尾断層の断層運動によって地層が撓んでいる 
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ていません。約2.9万年前の姶良Tn火山灰が

確認される深度は、沿岸部で約10ｍ、内陸部

で５ｍ以浅です。ボーリング資料で洪積層と

された地層の上部は段丘堆積物相当層と考え

られますが、その下部は三豊層群の可能性が

高いと思われます。 

(6) 沖積層 

高松平野の表層地質は地形と密接に関係し

ており、表層から２～３ｍの地盤は、香東川

の扇状地では礫勝ち堆積物、春日川、新川等

による氾濫平野では砂及び泥勝ち堆積物、河

口部の三角州では砂勝ち堆積物となっていま

す。地下水に満たされた柔らかい砂地盤は、

強い地震動を受けると、液状化しやすい地盤

です。 

鉄道の沿線別の地盤構成は以下のとおりで

す。 

・ ＪＲ予讃本線（高松－端岡） 

本津川による砂質堆積物、国分寺盆地内は

湖沼性の粘土質堆積物 

・ コトデン琴平線（栗林公園―岡本） 

扇状地の礫質堆積物 

・ ＪＲ高徳本線（栗林－讃岐牟礼） 

  コトデン志度線（瓦町―原） 

    三角州の砂質堆積物 

・ コトデン長尾線（林道―高田） 

後背湿地の泥質堆積物及び自然堤防の砂質

堆積物 

高松平野の沖積層の厚さは、臨海部におい

ても10ｍ程度であり、内陸部でも数ｍ以内で

す。したがって、高松平野は、基本的には最

終氷期（更新世末期）の扇状地からなり、表

層部に薄く1万年前以降に堆積した完新世の

堆積物が覆っているようです。 

(7) 高松クレーター 

高松平野南部の仏生山周辺の地下には、高

松クレーターと呼ばれる重力探査によって発

見された伏在クレーター状構造があり、その

直径は約４km、深さは地表から1000ｍ程度と

推定されています。地表地質調査、電磁探査

及びボーリング調査によると、高松クレータ

ーは、花崗岩の窪みに凝灰岩類を主体とする

厚い火砕流堆積物が分布する構造で(巻末資

料158Ｐ＜資料51＞)、利用可能な地下水は岩

盤中の割れ目にある地下水脈と判断され、渇

水時の水源とは期待できないと評価されてい

ます。 

(8) 長尾断層 

長尾断層は南側の花崗岩類が第四紀堆積物

の上にのし上がった逆断層で、高松市香南町

からさぬき市大川町に至る長さ約 24km が活

断層とされています。さぬき市長尾の亀鶴公

園の西では、長尾断層が露出した崖が「長尾

衝上断層」として香川県指定の天然記念物に

指定されています。長尾断層の露頭は、香東

川の新岩崎橋河床で観察することができます。

ここでは、三豊層群のシルト層と砂礫層が南

傾斜の逆断層で接しており、逆断層運動に伴

って三豊層群のシルト層と砂礫層が撓むよう

に傾斜しています（図７）。また、高松空港

は長尾断層とその副断層である鮎滝断層によ

って隆起した丘陵上に建設されています。 

 

 

三木町におけるトレンチ調査等の研究成果

に基づき、国の地震調査研究推進本部は、平

成 15 年（2003 年）９月に長尾断層の地震危

険度を次のように評価しています。これによ

ると、長尾断層は、しばらくは大地震を発生

させないと思われます。 

 

 

図７ 香東川河床の長尾断層 

（香南町新岩崎橋付近） 
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・ 最新活動時期 ：９－16世紀 

・ 平均的な活動間隔：概ね3万年程度の可能性 

・ １回の断層によるずれ：1.2－1.7m南側隆起 

・ 地震の規模 ：マグニチュード7.1 

・ 今後30年間の発生確率 ：ほぼ０％ 

・ 今後100年間の発生確率：ほぼ０％ 

なお、最近多肥上町の遺跡発掘現場で 10

世紀から 11 世紀にかけて発生したと推定さ

れる噴礫（礫層の液状化跡）が発見されまし

た。この噴礫は長尾断層が活動した時期に対

応しています。 
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図 高松市の地形と地質（長谷川修一原図） 
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第２節 植生 

 

本市の潜在自然植生は、常緑広葉樹林帯であるヤ

ブツバキクラス域から落葉広葉樹林帯であるブナク

ラス域まで及んでいますが、そのほとんどが、高木

がシイ、カゴノキ、クロガネモチ等の照葉樹で構成

された森林です。 

自然植生としての常緑広葉樹林は少なく、各地に

寺社
しゃ

叢
そう

林としてその片鱗が残存しているにすぎま

せん。その代表的なものが西植田町の藤尾神社で、

ツブラジイが優占した林がかなりの面積で見られま

す。また丘陵地を代表するウラジロガシ林は東植田

町の八幡神社などで、山地を代表するアカガシ林は、

菅沢町の熊野神社や塩江町真名屋敷の春日神社など

で見られますが、いずれも小面積です。 

牟礼町八栗寺や塩江町塩江神社には、落葉広葉樹

のケヤキやイロハモミジに常緑広葉樹のカゴノキや

ヤブツバキが混生したイロハモミジ－ケヤキ群集と

呼ばれる自然植生が見られます。また、塩江町大屋

敷や大滝山上部には、比較的発達したケヤキ林があ

ります。 

ブナクラス域の自然植生としては、塩江町の大滝

山山頂部に県下唯一のブナ林が残存しています。こ

のブナ林は、コハウチワカエデやアカシデ、クマシ

デなどの混生する断片的な林分ですが、讃岐山脈に

ブナ林の存在を示す重要な植生です。また、針葉樹

としてモミ、ツガが見られますが、広葉樹林内に点

在する程度で、まとまった群落は見られません。草

本植物では、シコクカッコソウの小群落が落葉広葉

樹林の林床に点在していますが、少数で、県の条例

により採取が禁止されています。 

特殊な環境立地の自然植生として、五剣山、屋島、

紫雲山、五色台などの安山岩の岩塊地に成立するイ

ワシデ群落は、乾燥立地に適応した植生です。これ

らの露岩地には、ケイビランやツメレンゲ、イワヒ

バなどの耐乾燥性の着生植物群落が見られます。最

近海岸山地で発見されたマルミノウルシは、四国で

初めて見つかったものですが、本来北方系の植物で、

寒冷期の遺存的な植物として貴重なものです。河川

域の植生としては、上・中流部にネコヤナギ群集や

ツルヨシ群集が、河口部にヨシ群集やフクド群集が

ありますが、いずれも小規模なものです。ハマボウ

フウクラスの海浜植生は、発達した砂浜が少なく小

規模です。浅海域にはアマモ群集やコアマモ群集が

あり、貴重な藻場となっています。湿原植生はあり

ませんが、放棄湿田や溜め池には、ヨシ、ガマ、ヒ

シ、ガガブタなどの水生植物群落が見られます。水

生植物として貴重なオニバスは栗林公園で確認され

ており、久米池のアサザ、屋島のオオバシナミズニ

ラは香川県で唯一の自生です。 

代償植生は、市内のほとんどを占めていますが、

自然植生に近いものとして、シイ・カシ常緑広葉樹

二次林、ウバメガシ二次林、クヌギ・コナラ等夏緑

広葉樹二次林があります。シイ・カシ二次林は、丘

陵地から山地に散在しており、アラカシを優占種と

してモチノキ科、ハイノキ科、ツバキ科、クスノキ

科等の多様な樹種が混生しています。夏緑広葉樹二

次林は、コナラ、クヌギ、アベマキを主要構成種と

 

マルミノウルシ 

 

オニバス 
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して、低地から山地にかけて広く分布しています。

このうち、低地から丘陵地の花崗岩地帯ではアベマ

キが多く、山地ではクヌギが多くなります。ウバメ

ガシ二次林は、海岸付近の乾燥立地に多く、内陸部

には見られなくなります。発達したウバメガシ林は、

屋島北嶺や庵治半島、五色台、男木・女木島等に見

られます。これらのウバメガシ林を自然植生とする

見方もありますが、構成種から判断して、クロマツ

群落のクロマツが枯れて無くなったものと見られま

す。同じく、五色台の北東急傾斜地に見られるクス

ノキ林や大槌島の山頂部南側斜面のバクチノキ群落

もマツ林から移行したものと思われます。このバク

チノキ群落は、香川県の数少ない自生地として貴重

です。モウソウチク、マダケ、ハチク等の竹林は各

地に点在していましたが、マツ林の消滅や竹林の管

理放棄により近年急激に増加しました。 

針葉樹林の主体は、アカマツ、クロマツのマツ林

で、クロマツは海岸付近に、アカマツは内陸部に多

く見られます。マツ林は、天然林と人工林が広範囲

に分布していましたが、松くい虫被害で枯死し、近

年著しく減少しました。スギ、ヒノキ林は、人工林

ですが、ヒノキ林の方が多く、山地には比較的まと

まった面積の植林地が見られます。 

低地には耕作地があり、大部分を占める水田では、

稲作に適応した耕地雑草群落が見られます。畑や果

樹園では、シロザクラスの耕地雑草群落とヨモギク

ラスの路傍雑草群落が見られます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大滝山のブナ林 
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第３節 動物 

 

１ 哺乳類 

高松市には、７目32種の哺乳類が生息してい

ます。国の天然記念物に指定されている哺乳類は

いませんが、香川県版レッドデーターブックで準

絶滅危惧種に指定されている哺乳類が、３種(ア

ズマモグラ、アナグマ、ニホンイタチ)生息して

います。それぞれの種の分布と生態について、以

下に説明します。 

食虫目（モグラ目）では、コウベモグラ、アズ

マモグラ、ヒミズ、ニホンジネズミが生息してい

ます。コウベモグラは水田、畑、河川の堤防、河

川敷など比較的土の柔らかいところに広く見ら

れます。それに対し、体の小さいアズマモグラは、

コウベモグラの侵入しにくい讃岐山脈の堆積層

の薄いところに生息しています。ヒミズは、半地

下棲で、市街地を除いて広く分布しています。ニ

ホンジネズミも、市街地を除いて広く分布してい

ます。 

翼手目（コウモリ目）では、屋島北嶺の屋島洞

窟でキクガシラコウモリ、コキクガシラコウモリ、

モモジロコウモリ、ユビナガコウモリが生息して

います。このうち、キクガシラコウモリとモモジ

ロコウモリは、洞窟内で繁殖しています。イエコ

ウモリ（アブラコウモリ）は、標高100ｍ以下の

平野部に見られ、家屋をねぐらや繁殖場所に使い

ます。春から秋にかけて、日没後、市街地でも飛

翔しているのがよく見られます。 

齧歯目（ネズミ目）では、在来種としてムササ

ビ、ニホンリス、アカネズミ、ヒメネズミ、スミ

スネズミ、カヤネズミの６種、外来種としてドブ

ネズミ、クマネズミ、ハツカネズミの３種が生息

しています。ムササビは、讃岐山脈に生息し、神

社の社
しゃ

叢
そう

に棲むことがよくあります。ニホンリ

スは、讃岐山脈の林内で少数見られます。アカネ

ズミは、低地から高地にかけて、草地や森林など

に広く見られます。ヒメネズミは、森林棲で讃岐

山脈に生息しています。スミスネズミは、半地下

棲で讃岐山脈に棲息しています。カヤネズミは、

主に低地の水辺に近いイネ科植物に球状の巣を

つくります。外来種３種は、人家とその周辺に生

息しています。このほか、近年、特定外来生物の

ヌートリアが岡山県側から海を渡って小豆島、豊

島、本島、手島といった島嶼部に分布を広げてお

り、高松市にも侵入する恐れがあります。ヌート

リアは、ため池や河川に生息し、イネや根菜類な

どの農作物を食害します。 

食肉目（ネコ目）では、在来種としてタヌキ、

キツネ、アナグマ、テン、ニホンイタチの５種、

外来種としてチョウセンイタチ、アライグマ、ハ

クビシン、ノネコ、ノイヌの５種が生息していま

す。タヌキ、キツネ、アナグマ、アライグマ、ハ

クシビンは、低地から高地まで広く分布し、市街

地でも見られることがあります。アライグマは、

特定外来生物に指定されており、ブドウやスイカ

などの農作物を食害します。人家の屋根裏で繁殖

することがあり、近年、高松市南部や庵治町で捕

ヌートリア 

 

アズマモグラ 
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獲されています。テンは、讃岐山脈に生息してい

ます。ニホンイタチは、かつて低地から高地まで

広く見られていましたが、体の大きなチョウセン

イタチに追いやられて、分布域が縮小しています。

現在、屋島と讃岐山脈に生息が確認されています。

チョウセンイタチは、低地に広く分布し、市街地

でも見られます。 

兎目（ウサギ目）では、ノウサギが生息してい

ます。低地から高地までの、草地、休耕田、山林

に広く分布しています。 

霊長目（サル目）では、讃岐山脈にニホンザル

が生息しています。人里にも出没し、農作物を食

べることがあります。近年、その数が増加してい

ます。 

偶蹄目（ウシ目）では、讃岐山脈にイノシシと

ニホンジカが生息しています。近年、イノシシの

分布が拡大し、農作物を食い荒らす被害も多くな

っています。イノシシもニホンジカも、遊泳力が

あり、瀬戸内海を泳いで渡ることがあります。 

 

２ 鳥類 

高松市の北部の瀬戸内海には、男木島、女木島、

大島、大槌島、小槌島などの島々が浮かび、五色

台、屋島、庵治町の遠見山・竜王山などの山地が

海岸に接しています。そして、内陸部には、台地

形、円錐状の山々やため池が点在する高松平野が

広がり、その間を本津川、香東川、御坊川、春日

川、新川などが流れています。また、南部には低

山帯が広がり、最南端には讃岐山脈が東西に連な

っています。このように多様な自然環境には、そ

れぞれの環境に適した鳥類が生息しています。 

島嶼部の海岸の崖地では、イソヒヨドリが普通

に生息しています。なかでも、面積の広い女木島

の山林では、夏期にホトトギスやサシバ（絶滅危

倶Ⅰ類・香川県レッドデータブックのカテゴリー

に指定、以下同じ）が渡来し繁殖していました。 

一方、最近になり、庵治町の鎧島などでは、魚

類を餌とするカワウが多数生息するようになり、

漁業被害が心配されるような現象もみられるよ

うになりました。 

五色台北端の大崎ノ鼻は、渡り鳥の通過コース

として知られています。特に、秋の渡り時期には、

ヒヨドリを始め、サシバやノスリなどのタカ科、

その他の鳥類など数万羽が約７km離れた岡山県

側から瀬戸内海を経て大崎ノ鼻に渡ってきます。

そして、五色台から、さらに南に向かって渡って

行きます。 

  屋島や五剣山の岩場には、ハヤブサ（絶滅危倶

Ⅱ類）が生息しています。ハヤブサは、海岸の崖

地で繁殖するからでしょう。また、屋島では、  

ミサゴ（準絶滅危倶）が、かなり高い密度で生息

し繁殖しています。その理由は、近くの新川、春

日川の河口付近にミサゴの餌となるボラなどの

魚類が豊富に生息していることも一因と考えら

れています。 

屋島の西側には、新川、春日川、詰田川、御

坊川などが合流して、県内最大級の干潟が形成さ

 

夏、山地に渡来するサシバ（塩江町） 

 

海岸の崖地に生息するハヤブサ（庵治町） 
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れていて、ここでは年間をとおして、90種以上の

鳥類が観察されています。そのうち、春と秋の渡

りの時期には、15種以上のチドリ科やシギ科の鳥

類が立ち寄っています。干潟には、それらの餌と

なるゴカイ類や甲殻類、小魚などが生息している

からでしょう。また、冬の干潟も野鳥天国となり、

ヒドリガモ、マガモ、カルガモ、ヨシガモ、コガ

モ、オナガガモ、オカヨシガモ、キンクロハジロ

などのカモ類が多数渡来しています。そのような

ことから、ここでは市内の小学校・中学校の児童

生徒はもとより、市民の野鳥観察の適地となって

いるほどです。 

高松の市街地の緑地は、鳥類の休息地、繁殖

地、餌場にもなっています。特に、夏の終わりご

ろから初冬にかけての中央通りは、スズメやムク

ドリの集団ねぐらが目立ちます。そのうちのムク

ドリは、昭和50年ごろより高松市内に現れ始め、

急速に増加し、夜間には街路樹やビル屋上の広告

塔を集団ねぐらとして利用するようになりまし 

た。また、学校や公園、民家などの樹木ではキジ

バトやヒヨドリなどが営巣したり、冬期には街路

樹の実を求めてレンジャク類やツグミなどの冬

鳥が多数渡来しています。 

   稲荷山と紫雲山の麓に位置する栗林公園は、周

年にわたって野鳥の観察地として市民に親しま

れており、現在、既に80種以上の鳥類が記録され

ています。メジロ、ヤマガラ、シジュウカラなど

の山野の鳥類のほか、水辺では、カワセミ、ゴイ

サギ、アオサギなども見られます。冬期には、多

数のマガモやその他のカモ類が渡来するように

なり、江戸時代に高松藩がここで行っていた鴨猟

を彷彿させます。 

 

 

高松平野には大小のため池が点在します。ため

池では、夏期にはカイツブリやバンなどが営巣し

たり、水が少なくなった秋期にはシギ科、チドリ

科の旅烏が餌を求めて立ち寄ります。また、冬期

には、様々なカモ類や珍しい鳥類が越冬のために

渡来します。 

特に、香南町と川部町にまたがる広大な小田池

には、毎年、マガモ、カルガモ、コガモ、ヒドリ

ガモ、ハシビロガモ、ホシハジロ、キンクロハジ

ロなどのカモ類が多数渡来します。ときには、オ

オハクチョウ、マガン、クロトキ、セイタカシギ、

オオハシシギなどの珍鳥も訪れて話題になりまし

た。最近では、平成16年11月にクロツラへラサギ

（絶滅危倶Ⅰ類）、平成17年10月には、コウノト

リ（絶滅危惧Ⅰ類）も渡来しました。このコウノ

トリは、同時期に多肥上町の住蓮寺池にも立ち寄

りました。さらに、平成20年11月には、小村町内

のひつじ田に、ナベヅル11羽の群れが渡来し話題

になりました。 

カモ類が比較的多く渡来するため池は、上記の

ほか高月池（飯田町）、御殿貯水池（鶴市町）、

衣懸池（鬼無町）、奈良須池（岡本町）、久米池

（新田町）、羽間下池（牟礼町）、公渕池（東植

田町）、龍満池（香川町）、内場池（塩江町）な

どがあります。なかでも内場池では、毎年オシド

リが越冬していることは特筆に値します。 

また、高松平野を流れる新川、春日川、香東川、

本津川などの河川も鳥類の重要な生息地です。そ

こでは、サギのなかま、セキレイのなかま、カワ

セミなどが常に見られます。特に、ヨシやツルヨ

 

冬、ため池に渡来するキンクロハジロ（香川町） 

 越冬のために訪れるマガモの雄雌(栗林公園) 
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シの群落では、夏期にオオヨシキリ、バン、ヒク

イナ（絶滅危倶Ⅱ類）、タマシギ（絶滅危惧Ⅱ類）

などが繁殖し、冬期にはオオジュリン、ツリスガ

ラなどが越冬しています。このように貴重なヨシ

やツルヨシの群落が急速に姿を消している現状を

見ると大変心配になります。 

高松平野に散在する社
しゃ

叢
そう

には、数百年を経たク

スノキ、エノキ、ムクノキ、クロガネモチなどの

大木があります。そのような樹木のうろでは、フ

クロウ科の鳥類が営巣します。石清尾八幡神社（宮

脇町）や平石井神社（上福岡町）にはアオバズク

（準絶滅危倶）、藤尾八幡神社（西植田町）では

フクロウなどがよく知られています。 

五色台や庵治町・牟礼町の山地、高松南部の低

山帯には、多様な鳥類が生息します。春から夏に

かけてキジ、ウグイス、ヤマガラ、シジュウカラ、

コゲラ、メジロ、ホオジロ、カケスなどの留鳥が

繁殖しています。そして、ホトトギス、センダイ

ムシクイ、ヤブサメ、サンコウチョウ（準絶滅危

惧）、オオルリ、キビタキ、場所によってはサシ

バやハチクマ（絶滅危倶Ⅰ類）などの夏鳥も繁殖

しています。さらに、冬期の山地では、エナガ、

シジュウカラ、メジロ、コゲラなどが群れ生活を

していたり、ツグミ、シロハラ、ルリビタキ、キ

クイタダキ、ミヤマホオジロ、アオジ、クロジな

どの冬鳥も姿を見せます。 

大滝山から竜王山にかけての讃岐山脈（塩江町）

の上部は、野鳥の宝庫です。夏期には、ミソサザ

イ、ヤマドリ（準絶滅危倶）、トラツグミ、ヒガ

ラ、アオゲラ、イカル、カケスなどの留鳥が繁殖

しています。それらに加えてサシバ、ホトトギス、

カッコウ、ツツドリ（準絶滅危倶）、ヤイロチョ

ウ（絶滅危倶Ⅰ類）、ヨタカ（絶滅危倶Ⅱ類）な

どの夏鳥が渡来しています。また、その谷間を流

れる渓流では、カワガラス、ヤマセミ（絶滅危倶

Ⅱ類）ときには、アカショウビン（絶滅危倶Ⅱ類）

などが美しい姿を見せて営巣しています。 

 

 

 

春日川に生息するカワセミ（川島東町） 

 

川沿いの草むらや水田で繁殖するバン 

 

夏、渡来するアオバズク（一宮町） 

 

渓流沿いに生息するヤマセミ 
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このように讃岐山脈に生息する鳥類は、平地で

見ることのできない貴重な自然を見せてくれます。

そこは正に、高松市における自然の奥座敷でもあ

ります。そして、そこは河川によって高松平野や

瀬戸内海の生き物たちとも生態的に繋がっている

のです。 

 

３ 淡水魚類 

高松市を流れる主な河川は、讃岐山脈やその前

山から起点を発し、北流して瀬戸内海に注ぐ短い

河川ばかりです。また、降水量が少ない上に、山

地が浅いことから、川の水量も大雨の後以外は多

くありません。そこで、人々は、昔から大小多数

のため池をつくり、水をたくわえて大切に使って

きました。このような自然条件は、淡水魚にとっ

ては大変厳しく、したがって、淡水魚の種類は、

大変少ないです。 

 高松市を流れる主な河川は、東から新川、春

日川、香東川、本津川です。また、神内池、三

谷三郎池を始めとする約 2,900 のため池があり

ます。 

 高松市内の河川やため池でふつうにみられる

淡水魚は、フナ類、コイ、ヌマムツ(絶滅危惧Ⅱ

類・香川県レッドデータブックのカテゴリーに

指定、以下同じ)、カワムツ、モツゴ、ヨシノボ

リ類、オイカワ、タモロコ、ニゴイ、カマツカ、

オオクチバス（ブラックバスともよびます）、

ブルーギルなどです。そのうち、オイカワ、タ

モロコ、ゲンゴロウブナ、ニゴイ、カマツカ、

コウライモロコ、オオクチバス、ブルーギルは、

移入された淡水魚です。 

オイカワ、タモロコ、ゲンゴロウブナは、本州

より移植され県内で著しく繁殖した淡水魚です。

ニゴイ、カマツカ、コウライモロコは、香川用水

の通水によって吉野川から移入し、高松市内の河

川の中・下流域の砂礫底に生息するようになりま

した。新川、春日川、香東川、本津川で、生息が

確認されています。オオクチバスとブルーギルは、

外国から持ち込まれた外来魚（特定外来生物）で

す。いずれも、外国から直接県内に持ち込まれた

ものではなく、他府県から間接的に持ち込まれた

ものです。両種とも、今では、市内の河川とため

池に定着し、もといた小魚やエビなどを捕食して、

生態系を破壊していることが大きな問題となっ

ています。 

 その他の淡水魚として、イトモロコ(絶滅危惧

Ⅱ類)が、新川、春日川、香東川、本津川で、メ

ダカが春日川、新川、本津川、摺鉢谷川で、カ

ダヤシ（特定外来生物）が摺鉢谷川で、タイリ

クバラタナゴが新川で、ヤリタナゴ(絶滅危惧Ⅱ

類)、シマドジョウ(準絶滅危惧)、ナマズ、カワ

ヨシノボリが春日川と香東川で、カムルチーが

新川、春日川、香東川で、アユ、カジカ（大卵

型）(絶滅危惧Ⅰ類)が香東川で生息が確認され 

ています。また、ごく一部のため池においてニ

ッポンバラタナゴ(絶滅危惧Ⅰ類)、カワバタモ

ロコの生息が確認されています。 

 

４ 両生・爬虫類 

高松市に生息する両生類は、日本国内で生息

する65種のうち、サンショウウオの仲間がカス

 

ヌマムツ 

 

       カジカ 
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ミサンショウウオ・オオダイガハラサンショウ

ウオの２種（絶滅危惧Ⅱ類・香川県レッドデー

タブックのカテゴリーに指定、以下同じ）、イ

モリの仲間がアカハライモリの１種、カエルの

仲間がニホンアマガエル・シュレーゲルアオガ

エル・カジカガエル・トノサマガエル（準絶滅

危惧）・ツチガエル・ヌマガエル・ウシガエル・

ニホンアカガエル・ヤマアカガエル・ニホンヒ

キガエル（準絶滅危惧）・タゴガエル・ナゴヤ

ダルマガエル（絶滅危惧Ⅰ類）の12種の合計15

種が確認されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

爬虫類は、海産のものを除いて日本国内に生

息する88種のうち、カメの仲間がクサガメ・ミ

シシッピアカミミガメ・ニホンスッポンの３種、

トカゲの仲間がニホンヤモリ・タワヤモリ（準

絶滅危惧）・ニホンカナヘビ・ニホントカゲ（準

絶滅危惧）の４種、ヘビの仲間がタカチホヘビ・

アオダイショウ・シマヘビ・ジムグリ・シロマ

ダラ・ヤマカガシ・ヒバカリ・ニホンマムシの

８種の合計15種が確認されています。 

島嶼部の男木・女木島には、かつて多くのニ

ホンヒキガエルが生息していました。一時期、

男木島では産卵池が開発により消失したため絶

滅寸前でした。平成12～15年にかけて個体数が

一時的に回復しましたが、現在は一部の地区で

のみ生息が確認されています。女木島は、現在

も良好な環境が維持されているため、県下最大

級の生息数を維持しています。集落周辺では、

ニホンアマガエル・ウシガエル・ニホンヤモリ・

ニホンカナヘビ・ニホントカゲ・クサガメ・ア

オダイショウ・シマヘビの生息が確認されてい

ます。 

中心部の市街地は、緑や土のある場所が少な

く、市内では最も両生・爬虫類の種数が少なく

なっています。一部の限られた場所で、ニホン

アマガエル・ウシガエル・ニホントカゲ・ミシ

シッピアカミミガメ（人工的な移入）・クサガ

メ・ニホンスッポン・アオダイショウの生息が

確認されています。ニホンヤモリは、家屋やビ

ルを中心に都市環境に適応し、多数生息してい

ます。 

平野部は、水田を中心に多くの両生・爬虫類

が生息しています。ニホンアマガエル・ヌマガ

エル・ウシガエル・ニホンヤモリ・ニホンカナ

ヘビ・ニホントカゲ・クサガメ・ニホンスッポ

ン・アオダイショウ・シマヘビ・ヤマカガシ・

ニホンマムシの生息が確認されています。平野

部では、ツチガエル・トノサマガエルの生息を

確認することは、きわめて難しい状態です。 

 

シュレーゲルアオガエル（塩江） 

 

タゴガエル（塩江） 

 

 

ニホンヒキガエル（男木島） 
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山間部の五色台、石清尾山、五剣山、植田地

区、塩江町周辺には、かつてはカスミサンショ

ウウオが多数生息していました。現在は、開発

等により生息場所である湧水や小さな谷間の水

たまりが消失し、絶滅寸前になっているところ

が多くあります。山際の小さなため池では、外

来種（特定外来生物）のウシガエルが日本固有

種のニホンヒキガエルの産卵場所に侵入し、種

間競争が激化しています。屋島周辺では、今年

もニホンヒキガエルの産卵を確認でき、回復が確かな

ものになっています。五色台には、ニホンヒキガエ

ル・アカハライモリ・タワヤモリがわずかに生

息しています。塩江町は、旧来の自然が最も多

く残され、市内で確認できる種のうち、ミシシ

ッピアカミミガメ以外のすべての種が確認され

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 特定外来生物とは、もともと日本にいなかっ

た外来生物のうち、生態系などに被害を及ぼす

ものが指定されており、飼育・栽培・保管・運

搬・販売・譲渡・輸入などが原則として禁止さ

れています。 

また、特定外来生物を見つけた場合や防除等

に関しては、環境省ＨＰを参照してください。 

・環境省＞自然環境・生物多様性＞外来生物法

（http://www.env.go.jp/nature/intro/index.html） 

※ 第２章「自然環境」第１節～第３節の執筆に

当たっては、第一線で研究調査に従事しておら

れる下記の諸氏にお願いしました。記して謝意

を表します。（敬称 略） 

・自然環境及び鳥類    山 本 正 幸  

・地形・地質       長谷川 修 一 

・植生          久 米   修 

・哺乳類         川 口   敏 

・淡水魚類        大 高 裕 幸 

・両生・爬虫類       篠 原   望 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トノサマガエルの卵嚢（塩江） 
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第４節 自然景観 

低湿な沖積地と急峻な花崗岩台地のコントラストが特徴で、特に紫雲山～稲荷山～石清尾山、屋

島等が市内ところどころで島のようになって、ランドマークになっています。 

自然環境保全基礎調査の自然景観資源調査報告書によれば、高松市の自然景観資源としての指定

状況は、次のとおりです。 

 

自然景観資源一覧表 

自然景観資源名 名    称 摘   要 

山
地
（
非
火
山
性
）
景
観 

非火山性高原 五色台 瀬戸内海国立公園 

非火山性弧峰 

屋島 

石清尾山、紫雲山 

浄願寺山、由良山、日山、上佐山 

紅峰、串ノ山 

勝賀山、加藍山、六ツ目山 

堂山、鷲ノ山、火ノ山 

五剣山、立石山 

竜王山 

瀬戸内海国立公園 

河
川
景
観 

滝 不動の滝  

海 

岸 

景 

観 

多島海 長崎ノ鼻の北沖 
瀬戸内海国立公園 

陸けい砂州 大島中央部 

砂浜・礫浜 男木島東岸 瀬戸内海国立公園 

海食崖 

男木島西岸、女木島南西海岸 

長崎ノ鼻東岸、浦生集落の北部 

紅峰の北岸、大崎の鼻 

高島東海岸、鎌野集落の南東 

船隠西岸、兜島、稲毛島 

大島北端、大島の南岸 

船隠の西海岸 

瀬戸内海国立公園 

海食洞 男木島の南端、女木島の北端 瀬戸内海国立公園 

そ
の
他 

上記以外の際立った

地形 

落合橋下流 

岩崎橋付近 
 

特殊地形節理※ 女木島の中央部 瀬戸内海国立公園 

※ 節理…地質学成因による岩石・岩盤中の明瞭かつ平滑な割れ目。面が平面で整然としている

場合に使われることが多く、複数の割れ目が群れをなしている。岩石・岩盤の破壊現象

の一種である。 
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第５節 法規制 

 屋島、五色台を中心に自然系の土地利用の保全が図られており、それら自然保護関連の法規制の

根拠は次のとおりです。 

 

自然保護関連の法規制 

名   称 地  域  等 法 令 名 

自然公園 

屋島、五色台、女木島、男木島等 
（瀬戸内海国立公園） 
大滝山、竜王山、大川山等 
（大滝大川県立自然公園） 

自然公園法 

香川県立自然公園条例 

県自然環境保全地域 藤尾山自然環境保全地域 
香川県自然環境保全条例 

県自然記念物 ８か所：岩田神社のふじ（植物）など 

風致地区 

高松市風致地区 
（栗林一丁目、室町、東ハゼ町、峰山町、宮脇
町二丁目、、西宝町二丁目、西宝町三丁目、室
新町、中野町約 230ha） 

都市計画法 

緑化推進地域 
庵治港臨海部、国分寺町橘ノ丘 
香南町横井地区 

みどり豊かでうるおいの 
ある県土づくり条例 

主な保安林区域 塩江、屋島、峰山、芝山、亀水地区等 森林法 

県自然海浜保全地区 
鎌野自然海浜保全地区 
高尻    〃 
竹居    〃 

香川県自然海浜保全条例 

保存木 22 か所：牟礼小学校のユーカリなど 
香川県における樹木の保 
存に関する要綱 

鳥獣保護区 

阿弥陀越鳥獣保護区（森林鳥獣生息地） 
鷹の山   〃  （森林鳥獣生息地） 
石清尾   〃  （身近な鳥獣生息地） 
五色台   〃  （森林鳥獣生息地） 
藤尾山   〃  （身近な鳥獣生息地） 
公渕    〃  （身近な鳥獣生息地） 
真名屋敷  〃  （森林鳥獣生息地） 
屋島    〃  （森林鳥獣生息地） 
八栗    〃  （森林鳥獣生息地） 
内場池   〃  （集団渡来地） 

鳥獣保護及び狩猟の適正

化に関する法律 

特定猟具使用禁止区域 

屋島特定猟具使用禁止区域 
細井    〃 
浅野    〃 
小田池   〃 
六ツ目山  〃 
香南台地  〃 
丸山    〃 
御殿山   〃 
鞍谷    〃 
大平パイロット地区  〃 
橘池    〃 
高松    〃 
平池    〃 
如意輪寺  〃 
下福家   〃 
八栗山   〃 
十三塚・隠谷  〃 

指定猟法禁止区域 新池指定猟法（鉛製散弾の使用）禁止区域  
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第６節 自然環境保全関連施策 

 

１ 森林・里山の保全の推進 

本市は、市域37,512haのうち、森林が14,109ha

を占め、森林率は37.6％で、その内訳は、私有林

11,068ha、国有林1,549ha、県有林291ha、市有林

等1,201haとなっています。 

森林は、林業生産の場であるとともに、国土の

保全、水源涵養、自然生態系の保全、森林レクリ

エーション等の多面的機能を有しており、近年は

温室効果ガス吸収源としても注目されています。

このようなことから、森林組合や林業事業体など

の活動を支援するとともに、国・県等の制度を活

用した造林事業を推進しています。 

また、企業のＣＳＲ活動の一環による協働の森

づくりやＮＰＯ等との連携による市民参加の里

山の保全活動を支援しています。 

 

市内森林面積           （単位：ha） 

区 分 国有林 

民有林 

合 計 
私有林 

公有林 

計 
県有林 市有林 

財産区 

有 林 
小 計 

面 積 1,549 11,068 291 626 575 1,492 12,560 14,109 

（資料：2010世界農林業センサス） 

 

２ 造林助成事業 

本市の森林面積は14,109haで、従来、主とし

てクロマツや落葉広葉樹で構成されていました

が、近年、クロマツが松くい虫の被害により急激

に減少したため、造林事業によるヒノキ・クヌギ

などの植林や自然遷移による落葉広葉樹への樹

種転換を進めています。 

森林の整備は、木材価格の低迷による林業不振、

山村地域の過疎・高齢化による担い手不足等多く

の問題を抱えています。しかし、一方では、森林

が持つ国土の保全、水源涵養、自然環境の保全、

生物多様性の確保等の多面的公益的機能が注目

され、その重要性が高まっています。 

このようなことから、本市では、国・県等の制

度を活用した植栽、下刈、間伐、枝打などの造林

事業を推進し、その経費の一部を助成しています。 

 

３ 分収造林事業 

 高松市分収造林条例（昭和47年条例第45号）

に基づき、昭和48 年度から山田地区内において

分収造林事業を実施しています。 

平成17年度の市町合併により、塩江地区内の

分収造林地が加わり、市全体の分収造林面積は

225.08haとなっています。分収歩合は、国有林

での分収が市７割、国３割、民有林での分収が

市６割・森林所有者４割となっており、計画的

な森林造成を進めています。 

分収造林樹種別造林実績 

           （単位：ha） 

ひのき すぎ まつ くぬぎ こなら 計 

206.60 6.13 2.20 7.44 2.71 225.08 

（平成26年３月31日現在） 

 

４ 市民農園整備事業 

 遊休農地や遊休化するおそれのある農地を市

民農園（都市住民がレクリエーションや生きが

いづくり等の目的で、小面積の農地を利用して

野菜や花を育てるための農園）として整備し、

農地の適正利用を図っています。 
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市民農園開設状況 

箇 所 数 面 積(㎡) 区 画 数  

33 75,378 1,526 

                   （平成26年３月31日現在） 

 

 

 

５ ふれあいの森整備事業 

 本市では、都市化の進展に伴う自然とのふれあ

いに関する市民ニーズの高まりを受け、市有山林

を核としたふれあいの場を提供しています。市街

地近郊では、勅使町の市有山林約12haを活用し、

散策道、四季の草木樹の植栽、休憩所、ベンチ等

を整備した「市民ふれあいの森」を提供するとと

もに、合併により、塩江町松尾生活環境保全林

（65.7ha）、牟礼町源氏峰生活環境保全林

（13.2ha）、庵治町丸山創造の森（14.4ha）等が

加わり、森林公園的性格を持った自然とのふれあ

いの場が広がっています。 

 

６ 藻場整備事業 

 人が海とふれあう場である沿岸域の多くは浅

い海で、砂浜の沖にはアマモ場、岩場にはガラ

モ場が形成され、海水を浄化し平穏な水域を作

る働きをし、海域環境が保全されています。 

 藻場を作っている海草や藻には、たくさんの

生物が着生するため、魚介類の幼稚仔にとって

絶好の生育場となり、水産資源上なくてはなら

ないものです。 

 瀬戸内海のアマモ場は、埋め立てと海水の濁

りにより昭和40年代に半減したと言われていま

す。高松市でも高松港周辺部のアマモ場はなく

なりましたが、屋島周辺、生島湾、亀水湾には

今も県内でも有数のアマモ場が分布し、豊かな

魚介類を育てています。 

こうした藻場を大切に守るとともに、ホンダ

ワラ類が生育する新たなガラモ場を造成するた

めに石材、コンクリート礁等を用いて藻場の造

成を行い、水産資源の増大と海域環境の保全に

努めています。 

 

７ 中山間地域等の農地における耕作放

棄地発生の防止と、農地の持つ多面的機

能の確保  

中山間地域等の農地における耕作放棄地の発

生を未然に防止し、農業生産活動等が継続される

ための地域活動に支援を行い、水源涵養・災害防

止機能、自然生態系の保全など農地の多面的機能

の確保を図るために、66集落、参加農家数952戸、

面積約377.7haの中山間地域の農地において、中

山間地域等直接支払事業を実施しています。 

 

８ 「いざ里山」市民活動支援事業 

市内に点在する、高松の特色ある里山を保全す

るとともに、市民が身近な自然を見直すきっかけ

づくりのため、地域住民、ボランテイア団体、Ｎ

ＰＯ及び企業等が行う里山の保全活動を支援す

るために、平成21年度から、市街地近郊の整備・

保全可能な11か所程度の里山について、市民活動

団体の設立や活動を支援しています。 

日山、堂山、勝賀山、浄願寺山、 

石清尾山、由良山、久米山、 

薬師山（菅沢町）、タカト山（女木島）、 

上佐山、まぐさ山（仏生山町） 

 

 

 

 

 

 

 

堂山 

西植田いきいき市民農園 
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９ 鳥獣被害防止対策事業 

耕作放棄地や荒廃竹林の増加などにより、イノ

シシやアライグマ等の生息区域が、人の生活圏に

拡大し、農作物等のほか、生活環境への被害が市

内各地で発生しているため、本市では、鳥獣被害

防止計画やアライグマ等防除実施計画を策定し、

計画に基づいた、捕獲・防護・環境整備を一体的

に行い、被害防止に努めています。 

有害鳥獣による農作物被害面積 

年 度 面 積（ha） 

24 27.63 

25 19.35 

 

１０ 「ため池守り隊」市民活動支援事業 

市内の用途地域内に点在するため池を対象に、

ため池管理者のみならず、地域住民も参加して行

う草刈りや清掃活動など、自主的かつ継続的なた

め池の美化・保全活動を支援しています。平成25

年度は、市街地域で８団体、14ため池で実施して

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

屋島東町地区 新池上池 


